
低
炭
素
社
会
に
向
け
た
挑
戦

１
－
温
暖
化
し
て
い
る
社
会

　
い
ま
私
た
ち
は
、
温
暖
化
し
た

地
球
に
生
き
て
い
る
。
こ
の
１
０

０
年
の
間
に
地
球
の
平
均
気
温
は

約
0
・
７
４
度
上
昇
し
た
。
Ｃ
０
２

（
二
酸
化
炭
素
）
を
は
じ
め
と
す
る

温
室
効
果
ガ
ス
は
、
地
球
上
の
生

き
物
に
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
て
い

る
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
保
温
効
果

の
お
か
げ
で
、
地
球
の
平
均
気
温

は
1
4
～
1
5
℃
と
い
う
生
き
物
が
住

む
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
温
度
に
保

た
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
約
１
５

０
年
前
に
産
業
革
命
が
起
こ
っ
て

か
ら
、
石
炭
や
石
油
な
ど
の
化
石

燃
料
を
燃
や
し
て
自
然
が
吸
収
で

き
る
量
を
こ
え
た
Ｃ
０
２
を
大
気

に
出
し
続
け
て
き
た
た
め
、
保
温

効
果
が
行
き
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

　
い
ま
、
地
球
全
体
で
毎
年
２
６

４
億
ト
ン
の
Ｃ
０
２
を
出
し
て
い

る
。
そ
の
う
ち
１
１
４
億
ト
ン
は

森
林
や
海
が
吸
収
し
て
い
る
が
、

残
り
の
１
５
０
億
ト
ン
が
大
気
に

た
ま
り
続
け
て
い
る
。
昔
の
人
は

庭
に
穴
を
掘
っ
て
生
ゴ
ミ
を
埋
め
、

微
生
物
に
分
解
さ
せ
て
土
に
帰
し

て
い
た
。
し
か
し
ゴ
ミ
の
量
が
多

く
な
り
す
ぎ
た
今
は
、
一
緒
に
ま

と
め
て
埋
め
立
て
た
り
焼
却
し
た

り
し
な
い
と
い
け
な
い
。
Ｃ
０
２

も
同
じ
だ
。
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で

保
た
れ
て
き
た
地
球
の
大
気
に
、

私
た
ち
は
Ｃ
０
２
を
む
や
み
に
投

げ
込
ん
で
き
た
。
Ｃ
０
２
は
毎
日

大
量
に
捨
て
ら
れ
る
、
目
に
見
え

な
い
ゴ
ミ
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
出

し
続
け
、
温
度
の
上
昇
が
２
～
３

℃
に
な
る
と
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
影
響
が
起
こ
る
こ
と
を
科
学
者

は
警
告
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
現
在
起
こ
っ
て
い
る

異
常
気
象
、
将
来
起
こ
る
温
暖
化

の
影
響
予
測
結
果
か
ら
世
界
全
体

で
大
幅
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
は
、
世
界
の
共
通
の
理
解
に

な
っ
て
き
た
。
2
0
0
8
年
７
月

に
行
わ
れ
た
Ｇ
８
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
2
0
5
0
年
に
世
界
で
半
減

以
下
に
す
る
こ
と
を
共
通
の
目
標

に
し
、
国
際
交
渉
の
場
に
提
案
し

て
い
く
こ
と
で
合
意
し
た
。
京
都

議
定
書
の
マ
イ
ナ
ス
６
％
は
そ
の

入
り
口
に
過
ぎ
ず
、
2
0
0
8
年

６
月
に
出
さ
れ
た
福
田
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
日
本
の
Ｃ
０
２
排
出
量
の
削

減
目
標
値
を
現
状
か
ら
6
0
～
8
0
％

削
減
す
る
も
の
と
し
、
閣
議
決
定

さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
0
9
年
１
２
月
に
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
で
行
わ
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
５

で
は
、
京
都
議
定
書
遵
守
期
間
（
2

0
0
8
年
か
ら
2
0
1
2
年
）
以
降

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
に
関
す

る
将
来
枠
組
み
が
決
め
ら
れ
る
予

定
で
、
温
暖
化
交
渉
は
つ
い
に
佳

境
に
入
っ
て
き
た
（
図
１
）
。

　
今
後
の
社
会
経
済
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
削
減
が
前
提
で
、

そ
れ
に
基
づ
い
た
活
動
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

今
ま
で
経
済
活
動
で
ほ
と
ん
ど
評

価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
炭
素
の
価

値
が
認
識
さ
れ
、
Ｃ
０
２
を
排
出

す
る
活
動
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る

こ
と
が
当
た
り
前
の
社
会
に
変

わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

執
筆地

球
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー

温
暖
化
対
策
評
価
研
究
室
　
主
任
研
究
員

図１　今後の温暖化交渉の行方
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２

2
0
5
0
年
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

7
0
％
削
減
は
可
能

①
ど
れ
ぐ
ら
い
の
削
減
ス
ピ
ー
ド

　
が
求
め
ら
れ
る
の
か

　
こ
こ
１
、
２
年
で
ト
レ
ン
ド
が

変
わ
り
、
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
が
、
2

0
5
0
年
半
減
や
日
本
で
も
6
0
～

8
0
％
削
減
な
ど
2
0
5
0
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
大
幅

削
減
が
必
要
な
こ
と
を
数
値
で
示

す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
た
だ
し
、

そ
の
数
字
を
ど
の
よ
う
に
し
て
実

現
す
る
か
が
大
切
で
あ
り
、
ど
の

要
素
で
の
削
減
が
必
要
か
を
知
る

こ
と
は
、
我
々
の
覚
悟
を
決
め
る

上
で
重
要
な
情
報
に
な
る
。
図
２

に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
様
子
を
表
す
式

を
用
い
た
数
値
分
析
の
結
果
を
示

し
た
。

　
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、
（
１
）
人
口
と

　
（
２
）
一
人
当
た
り
活
動
量
（
一
人
当
た

り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
な
ど
）
、
（
３
）
エ
ネ
ル
ギ
ー

集
約
度
（
一
単
位
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

を
得
る
た
め
に
投
入
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
の
割
合
、
省
エ
ネ
が
進
む

と
改
善
さ
れ
る
）
、
（
４
）
炭
素
集
約
度

（
一
単
位
あ
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
う
と
き
に
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

量
の
割
合
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
原
子
力
に
シ
フ
ト
す
る
と

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
に
要
因

分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
掛
け

算
で
表
さ
れ
た
式
を
微
分
す
る
と

変
化
率
の
足
し
算
に
な
る
。
（
正
確

に
言
う
と
、
要
素
毎
の
変
化
率
を

掛
け
合
わ
せ
た
交
絡
項
が
あ
る
が

ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
な
る
の
で
こ
こ

で
は
省
略
す
る
。
）

　
Ｃ
０
２
を
2
0
5
0
年
ま
で
に

6
0
～
8
0
％
削
減
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
は
、
2
0
5
0
年
ま
で
に
年
率

２
～
３
％
ず
つ
Ｃ
０
２
を
削
減
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
京
都
議
定

書
目
標
の
６
％
削
減
を
実
現
す
る

の
も
大
変
だ
が
、
今
後
は
こ
の
よ

う
な
削
減
に
向
け
た
努
力
を
継
続

す
る
こ
と
に
な
る
。
人
口
は
2
0

0
0
年
の
１
億
２
千
８
百
万
人
か

ら
2
0
5
0
年
に
は
約
１
億
人
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
た

め
、
年
率
約
Ｏ
・
５
％
の
減
少
に
な

る
。
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
想
定

は
難
し
い
が
、
年
率
１
～
２
％
の

伸
び
の
平
均
と
す
る
と
年
率
１
・
５

％
と
な
り
、
人
口
の
減
少
率
を
考

慮
す
る
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
加
率
は
年
率

１
％
、
つ
ま
り
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

年
率
１
％
増
加
さ
せ
る
要
因
に
な

る
。
と
な
る
と
、
残
り
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
集
約
度
と
炭
素
集
約
度
で
３

～
４
％
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
過
去
実
現
し
て
き
た

両
者
の
合
計
値
は
約
２
％
だ
っ
た
。

2
0
5
0
年
に
向
け
て
、
今
ま
で

の
Ｉ
・
５
倍
か
ら
２
倍
の
ス
ピ
ー
ド

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
約
度
と
炭
素
集

約
度
の
改
善
率
が
必
要
に
な
る
。

あ
ら
ゆ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

②
「
2
0
5
0
日
本
低
炭
素
社
会
シ

　
ナ
リ
オ
：
温
室
効
果
ガ
ス
7
0
％

　
削
減
可
能
性
検
討
」

　
筆
者
が
か
か
わ
っ
て
い
る
「
2
0

5
0
日
本
低
炭
素
社
会
」
シ
ナ
リ
オ

チ
ー
ム
（
注
１
）
で
は
、
2
0
0
7

年
２
月
1
5
日
に
報
告
書
「
2
0
5
0

日
本
低
炭
素
社
会
シ
ナ
リ
オ
：
温

室
効
果
ガ
ス
7
0
％
削
減
可
能
性
検

討
」
を
発
表
し
、
想
定
さ
れ
る
２
つ

の
異
な
る
社
会
経
済
像
（
シ
ナ
リ
オ

Ａ
：
活
力
社
会
／
シ
ナ
リ
オ
Ｂ
‥

ゆ
と
り
社
会
）
の
ど
ち
ら
に
お
い
て

も
、
2
0
5
0
年
に
要
求
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
需
要
を
十
分
満
足
し
な

が
ら
、
主
要
な
温
室
効
果
ガ
ス
で

あ
る
Ｃ
０
２
を
1
9
9
0
年
に
比

べ
て
７
０
％
削
減
す
る
技
術
的
な

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
存
在
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、

　
(
1
)
2
0
5
0
年
の
人
々
が
ど
こ
に

住
ん
で
い
る
の
か
、
ど
ん
な
家
に

住
ん
で
い
る
の
か
、
ど
ん
な
移
動

を
し
て
い
る
の
か
、
な
ど
の
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
量
の
同
定
、
(
2
)
そ
の

と
き
に
ど
の
よ
う
な
（
電
気
、
熱
、

自
動
車
用
燃
料
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど

れ
ぐ
ら
い
必
要
な
の
か
、
ど
の
よ

う
な
技
術
で
そ
れ
を
供
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
(
3
)
再
生
可
能

于
不
ル
ギ
ー
や
原
子
力
、
化
石
燃

料
十
炭
素
隔
離
貯
留
な
ど
必
要
な

于
不
ル
ギ
ー
量
を
賄
う
低
炭
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
は
可
能
な
の
か
、

　
(
4
)
そ
の
と
き
に
Ｃ
０
２
排
出
量
を

大
幅
に
（
1
9
9
0
年
に
比
べ
て
6
0

～
8
0
％
）
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
。

具
体
的
に
は
、
2
0
5
0
年
の
人

口
・
世
帯
、
経
済
活
動
、
住
宅
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
、
旅
客
・
貨
物
交
通
需

要
な
ど
の
需
要
サ
イ
ド
の
数
値
分

析
に
基
づ
い
て
算
出
し
た
サ
ー
ビ

ス
需
要
を
、
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源

で
満
た
せ
ば
、
大
幅
な
Ｃ
０
２
排

出
量
削
減
が
可
能
か
バ
ッ
ク
キ
ャ

ス
ト
で
検
証
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
一
連
の
分
析
の
結
果
、

一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
年
率
―
か

ら
２
％
ず
つ
増
加
さ
せ
て
も
、
開

発
の
見
通
し
の
あ
る
対
策
の
高
効

率
化
を
進
め
、
そ
れ
ら
を
徹
底
普

及
さ
せ
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
を
4
0
％
削
減
す
る
こ
と
が
で図2　C02排出量の要因分解式と大幅削減に必要なスピードの分析

（
注
１
）

　
　
「
2
0
5
0
日
本
低
炭
素
社
会
」
シ
ナ

リ
オ
チ
ー
ム
は
、
環
境
省
の
地
球
環
境
研

究
総
合
推
進
費
の
戦
略
的
研
究
「
脱
温
暖
化

2
0
5
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
核
で
あ
る
。

「
脱
温
暖
化
2
0
5
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

国
立
環
境
研
究
所
が
中
心
と
な
っ
て
2
0

0
4
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
日
本
に

お
け
る
中
長
期
脱
温
暖
化
対
策
シ
ナ
リ
オ

を
構
築
す
る
た
め
に
、
技
術
・
社
会
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
統
合
研
究
を
行
い
、
2
0
5

0
年
ま
で
を
見
越
し
た
日
本
の
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
の
シ
ナ
リ
オ
と
そ
れ
に
い
た
る

環
境
政
策
の
方
向
性
を
提
示
す
る
も
の
で

あ
る
。
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図3　2050年ＣＯ２排出量70％削減を実現するエネルギー需要と供給の構成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位は石油換算百万トン)

図4　2050年70％削減を実現する対策の組み合わせとその効果（シナリオＡ）

図５　低炭素住宅のイメージ図

き
る
（
図
３
右
）
。
さ
ら
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
な
ど
の

低
炭
素
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト

す
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

7
0
％
削
減
は
可
能
で
あ
る
（
図
３

左
）
。
2
0
5
0
年
に
必
要
と
な
る

追
加
的
な
投
資
額
を
算
出
し
た
と

こ
ろ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
０
・
３
％
と
な
る
。

具
体
的
な
対
策
の
組
み
合
わ
せ
と

③
家
庭
部
門
で
の
対
策

　
2
0
5
0
年
の
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
、
家
庭
部
門
を
例

に
説
明
し
た
い
。

　
住
宅
の
対
策
と
し
て
、
屋
根
に

は
太
陽
光
発
電
や
太
陽
熱
温
水
器

期
待
さ
れ
る
効
果
を
図
４
に
示
し

た
。

を
設
置
す
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
が
可
能
に
な
る
。
高
断
熱

住
宅
や
屋
上
緑
化
に
す
る
こ
と
で

工
ネ
ル
ギ
ー
投
入
が
少
な
く
て
も

寒
く
な
く
過
ご
し
や
す
い
家
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
家
の
中
で
は
、

高
効
率
な
エ
ア
コ
ン
、
照
明
等
家

電
機
器
を
設
置
し
て
省
エ
ネ
化
を

図
り
、
さ
ら
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
で
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と

で
待
機
電
力
等
の
無
駄
を
大
幅
に

削
減
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
（
図

５
）
。
我
が
国
の
住
宅
平
均
寿
命
は

3
5
年
程
度
で
あ
り
、
2
0
5
0
年

に
は
現
存
す
る
住
宅
の
多
く
が
建

て
替
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

今
後
の
建
て
替
え
需
要
を
見
込
ん

で
、
寒
く
な
く
て
過
ご
し
や
す
い
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省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
高
断
熱
住
宅
へ

と
誘
導
し
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

快
適
性
の
高
い
居
住
空
間
と
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
性
能
が
両
立
し
た
良
質

の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
構
築
が
可
能
と

な
る
（
図
６
）
。

　
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
増
加
に
伴
い

工
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
増
加
す
る
が
、

そ
の
分
を
世
帯
数
減
少
が
ほ
ぼ
相

殺
し
て
い
る
。
利
便
性
の
高
い
生

活
を
追
及
す
る
シ
ナ
リ
オ
Ａ
が
ゆ

と
り
生
活
を
嗜
好
す
る
シ
ナ
リ
オ

Ｂ
と
世
帯
当
た
り
の
サ
ー
ビ
ス
需

要
が
同
程
度
で
あ
る
の
は
、
快
適

な
生
活
の
追
及
に
よ
っ
て
冷
暖
房

需
要
や
家
電
製
品
利
用
が
増
え
る

一
方
で
、
外
食
率
や
集
合
住
宅
率

図６　住宅ストック数と高断熱化の想定（シナリオＡ）

の
増
加
に
よ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

サ
ー
ビ
ス
需
要
が
抑
制
さ
れ
る
た

め
で
あ
る
（
図
７
）
。

　
高
断
熱
住
宅
な
ど
寒
く
な
い
家

に
作
り
変
え
、
住
宅
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
シ
ス
テ
ム
（
H
o
m
eE
n
e
r
g
y

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t

S
y
s
t
e
m
）
を
導
入

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
効
率
化

を
図
る
こ
と
で
、
約
1
0
M
t
o
e
の
需

要
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
エ
ア
コ
ン
（
図
８
）
や
電
気

給
湯
器
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
効
率
、

給
湯
器
や
コ
ン
ロ
の
燃
焼
効
率
、

照
明
の
効
率
、
待
機
電
力
消
費
率

を
大
幅
に
改
善
す
る
よ
う
な
各
種

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ

と
で
、
2
0
5
0
年
の
エ
ネ
ル

図７　家庭部門におけるエネルギー需要

ギ
ー
需
要
合
計
を
2
0
0
0
年
に

比
べ
て
約
4
O
～
5
0
％
に
ま
で
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
シ
ナ
リ
オ
Ａ
で
は
利

用
段
階
で
Ｃ
０
２
を
排
出
し
な
い

電
気
や
水
素
の
利
用
割
合
を
、
シ

ナ
リ
オ
Ｂ
で
は
太
陽
熱
・
太
陽
光
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
分
散
型
再
生

工
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
割
合
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
で
、
家
庭
部
門
か
ら

の
直
接
的
な
Ｃ
０
２
排
出
量
を
ほ

ぼ
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

低
炭
素
社
会
に
向
け
た

1
2
の
方
策

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
2
0
5
0

か
。

図８　エアコンの効率向上予測
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年
の
低
炭
素
社
会
を
実
現
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
。
ど
の
時
期
に
、
ど

の
よ
う
な
手
順
で
、
ど
の
よ
う
な

技
術
や
社
会
シ
ス
テ
ム
変
革
を
行

え
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

そ
れ
を
支
援
す
る
政
策
と
し
て
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う

　
そ
こ
で
、
「
2
0
5
0
日
本
低
炭

素
社
会
」
シ
ナ
リ
オ
チ
ー
ム
は
2
0

0
8
年
５
月
に
「
低
炭
素
社
会
に
向

け
た
1
2
の
方
策
」
報
告
書
を
公
表
し



低炭素社会に向けた　12の方策図９

（
図
９
）
、
方
策
ご
と
の
目
指
す
将

来
像
、
実
現
へ
の
障
壁
と
段
階
的

戦
略
、
行
動
の
手
順
書
を
2
0
0

0
年
か
ら
2
0
5
0
年
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
ま
と
め
て
示
し
た
（
図

1
0
）
。
方
策
１
、
２
は
民
生
（
家
庭
・

業
務
）
部
門
、
方
策
３
－
５
は
産
業

部
門
、
方
策
６
。
７
は
運
輸
部
門
、

方
策
８
－
1
0
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

部
門
、
方
策
1
1
と
1
2
は
す
べ
て
の

分
野
を
下
支
え
す
る
方
策
で
あ
る
。

炭
素
税
や
排
出
量
取
引
な
ど
に
よ

り
炭
素
の
価
格
付
け
を
行
う
こ
と

を
大
前
提
と
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら

の
方
策
を
す
べ
て
行
う
こ
と
で
、

7
0
％
削
減
が
可
能
と
な
る
。

　
家
庭
部
門
に
直
接
関
連
す
る
方

策
と
し
て
、
「
快
適
さ
を
逃
さ
な
い

住
ま
い
と
オ
フ
ィ
ス
」
と
「
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
機
器
（
注
２
）
を
レ
ン
タ

ル
す
る
暮
ら
し
」
の
２
つ
を
提
案
し

て
い
る
。
図
５
で
示
し
た
よ
う
な

家
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
住
み

や
す
く
環
境
性
能
の
良
い
住
宅
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
建
築
家
、
そ
の
よ

う
な
家
を
建
て
る
建
設
会
社
・
大
工
、

選
択
す
る
消
費
者
が
必
要
だ
。
政

府
は
彼
ら
の
結
び
つ
き
を
強
め
る

た
め
に
、
住
宅
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能

評
価
に
よ
る
見
え
る
化
、
そ
れ
に

基
づ
く
ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度
（
注
３
）

の
導
入
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
ヘ
の
適
切
な
指
導
、
高

性
能
住
宅
購
入
へ
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
付
与
な
ど
の
対
策
を
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
打
つ
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
や
ド
イ
ツ
で
は
、

住
宅
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
評
価
を
受

け
て
い
な
い
住
宅
は
売
買
・
賃
貸
で

き
な
い
仕
組
み
が
で
き
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
2
0
1
6
年
ま

で
に
す
べ
て
の
新
築
住
宅
を
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
に
、
2
0
1
9
年
ま
で

に
す
べ
て
の
新
築
非
住
宅
（
業
務
ビ

ル
な
ど
）
を
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
す
る

計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
住
宅
の
デ

ザ
イ
ン
を
示
し
、
住
宅
ラ
ベ
リ
ン

グ
を
導
入
し
て
各
戸
の
省
エ
ネ
度

を
ラ
ン
ク
化
し
追
加
的
に
実
施
可

能
な
省
エ
ネ
対
策
を
コ
ス
ト
共
に

具
体
的
に
示
す
よ
う
に
制
度
化
し

て
い
る
。

　
日
本
で
も
C
A
S
B
E
E
と
い
う
住

宅
の
性
能
評
価
を
行
う
シ
ス
テ
ム

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
あ
ま
り

普
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
評

価
の
仕
組
み
を
義
務
付
け
る
な
ど

に
よ
り
普
及
さ
せ
る
こ
と
は
、
住

宅
の
性
能
自
体
を
向
上
さ
せ
る
上

で
も
有
効
で
あ
る
。

４
－
Ｃ
Ｏ
‐
Ｄ
Ｏ
３
０
へ
の
期
待

　
低
炭
素
社
会
に
向
け
て
、
2
0

0
8
年
６
月
の
福
田
ビ
ジ
ョ
ン
に

よ
り
大
き
な
舵
を
切
り
始
め
た
が
、

具
体
的
な
動
き
は
地
域
か
ら
起

こ
っ
て
い
る
。
2
0
0
8
年
に
内

閣
官
房
地
域
活
性
化
統
合
本
部
に

よ
り
市
町
村
を
対
象
に
募
集
さ
れ

（
注
３
）

　
電
気
製
品
等
の
省
エ
ネ
基
準
達
成
率
を

ラ
ベ
ル
等
に
表
示
す
る
こ
と
を
求
め
る
制

度
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（
注
２
）

　
現
在
商
品
化
さ
れ
て
い
る
製
品
の
う
ち

最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
優
れ
て
い
る
機

器



た
環
境
モ
デ
ル
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
8
2
件
の
提
案
が
集
ま
り
、

横
浜
市
を
含
む
1
3
の
自
治
体
が
選

ば
れ
た
。
東
京
都
で
は
独
自
の
排

出
量
取
引
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

滋
賀
県
で
は
、
研
究
所
が
作
成
し

た
2
0
3
0
年
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
シ
ナ

リ
オ
を
前
提
に
し
た
政
策
作
り
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
神
奈
川
県
で

は
電
気
自
動
車
を
核
と
し
た
都
市

政
策
が
描
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
Ｃ
Ｏ
‐
Ｄ
Ｏ
３
０
の
具
体
策
を
示
し

た
「
横
浜
市
脱
温
暖
化
行
動
方
針

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
／
環
境
モ
デ
ル
都

市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
原
案
）
」

（
2
0
0
9
年
１
月
）
は
温
暖
化
対

策
を
旗
印
に
掲
げ
な
が
ら
、
2
0

2
5
年
度
の
家
庭
部
門
、
業
務
・
産

業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
部
門
、
運
輸

部
門
、
廃
棄
物
部
門
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
普
及
対
策
、
市
役
所
対

策
、
都
市
と
緑
対
策
、
等
幅
広
い
分

野
を
取
り
扱
う
、
将
来
の
市
の
青

写
真
を
描
く
戦
略
書
で
あ
る
。
主

要
な
要
素
毎
に
問
題
点
が
ま
と
め

ら
れ
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の

具
体
策
に
展
開
す
る
目
的
思
考
の

進
め
方
に
好
感
が
持
て
る
。
最
後

に
施
策
個
票
に
ま
で
ブ
レ
イ
ク
ダ

ウ
ン
さ
れ
、
い
つ
、
誰
が
、
ど
こ
で
、

何
を
や
る
か
を
示
し
て
い
る
。

　
2
0
2
5
年
度
の
一
人
当
た
り

Ｃ
０
２
排
出
量
削
減
目
標
値
は
４
・

０
２
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
２
／
人
と
2
0
0
4

年
度
に
比
べ
て
3
0
％
削
減
、
2
0

5
0
年
度
で
は
２
・
３
０
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ

２
／
人
（
印
％
削
減
）
と
な
っ
て
い

る
。
2
0
5
0
年
世
界
半
減
を
目

指
す
な
ら
２
６
４
億
ト
ン
の
半
分

を
例
え
ば
１
０
０
億
人
の
人
口
で

均
等
に
負
担
す
る
と
し
て
１
・
３

２
ｔ
‐
Ｃ
０
２
／
人
と
な
る
。
Ｃ
Ｏ

‐
D
O
3
0
に
よ
り
着
実
な
成
果
を
あ

げ
な
が
ら
、
常
に
削
減
目
標
値
を

上
方
に
修
正
す
る
姿
勢
が
必
要
に

な
ろ
う
。

　
未
曾
有
の
経
済
危
機
の
中
、
オ

バ
マ
大
統
領
が
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
を
掲
げ
る
よ
う
に
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
も
前
段
に
「
地

域
の
活
力
創
出
等
の
効
果
に
関
す

る
概
念
」
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

や
っ
と
温
暖
化
問
題
と
経
済
対
策

を
同
じ
土
俵
で
議
論
す
る
機
会
が

訪
れ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
よ
り
ど
れ
だ
け

の
雇
用
が
生
み
出
さ
れ
、
経
済
効

果
が
あ
る
の
か
、
具
体
的
な
試
算

を
試
み
る
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
の

た
め
に
は
地
域
の
大
学
の
頭
脳
を

使
う
こ
と
も
有
効
だ
ろ
う
。

　
ド
イ
ツ
の
太
陽
光
発
電
固
定
買

取
制
度
（
F
e
e
d
i
n
T
a
r
i
f
f
）
は
、
ド

イ
ツ
の
地
方
行
政
の
発
案
で
ロ
ー

カ
ル
に
進
め
ら
れ
た
も
の
が
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
た
政
策
だ
と

聞
く
。
横
浜
で
創
ら
れ
る
環
境
モ

デ
ル
都
市
が
日
本
の
各
地
域
の
お

手
本
に
な
り
、
さ
ら
に
は
発
展
著

し
い
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
発

展
途
上
国
の
都
市
づ
く
り
の
お
手

本
に
な
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

図－10　方策１　「快適さを逃さない住まいとオフィス」に向けたロードマップ

（
参
考
文
献
）
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